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国際島嶼教育研究センター奄美分室の移転について 

国際島嶼教育研究センターセンター 河合 渓 
 

国際島嶼教育研究センター奄美分室は、令和

元年 4月に奄美市名瀬港町にある紬会館 6階へ
移転し活動を行っています。 

奄美分室は平成 27 年に奄美市に設置されま
したが、この設置と同時に、文部科学省プロジ

ェクト「薩南諸島の生物多様性とその保全に関

する教育研究拠点整備」が採択されました。設

置前は奄美分室には専任教員 1名と事務補佐員
1 名が常駐する予定でしたが、このプロジェク
ト採択に伴い特任助教 1名とプロジェクト研究
員 1名が採択され、計 4名が常駐する体制を築
きました。設置後 4年間はこの 4名と前述のプ
ロジェクト参加者が中心になり、奄美群島を中

心に市民参加型の自然観察会、研究会、シンポ

ジウムなどを企画し、多くの方から好評を得て

きました。 

活動は順調に進んできましたが、奄美分室が

拠点を置く水道課の建物に耐震性がないとい

うことで、取り壊しするという連絡をいただき、

今後どのようにするかの話し合いを進めてき

ました。奄美市の方々と相談を続け、名瀬港町

の紬組合の建物 6階をお借りすることが決まり、
平成 30 年の 9 月より新分室の室内の改装を始
めました。経費は鹿児島大学と奄美市が半分ず

つ負担し改装をし、平成 31 年 3 月に引っ越し
をしました。4年間過ごした水道課 2階の旧分

室は過ごしやすく引っ越しをするのは名残惜

しい気分でしたが、新たな分室も快適な空間に

改装していただき、私たちも大変喜んでいます。 

新たな分室は平成 31 年 4 月 1 日より活動を
開始しましたが、これを記念し令和元年 6月 1
日に、佐野学長、岩井理事に来ていただき、朝

山奄美市長、松本大島支庁長をお迎えし、鹿児

島大学奄美群島拠点移転記念式・記念講演会(奄
美分室オープニングセレモニー)を奄美観光ホ
テルにて開催しました。セレモニーでは学長、

奄美市長、大島支庁長、私の挨拶に続き、奄美

分室に 9か月常駐する高宮教授が基調講演を行
いました。その後、鈴木特任教授、藤井特任助

教、鈴木プロジェクト研究員より各自の研究と

ともに分室の活動の紹介を行いました。最後に、

奄美からの声ということで奄美在住の服部東

京大学特任研究員と高梨奄美市博物館長にコ

メントをいただきました。セレモニーには約 80
名の方にお越しいただき、盛大にセレモニーを

行うことができました（次頁奄美分室オープニ

ングセレモニードキュメント参照のこと)。 

 将来的には、新分室と同じフロアに、長浜に

設置されている実験室と奄美サテライトを移

設する予定です。これにより今後の奄美群島で

の教育研究の拠点を目指し、機能を充実して行

きたいと考えています。今まで様々な活動を行
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い高い評価をいただいてきましたが、これから

も奄美分室をより多くの学生・教職員、そして

島民の方々に利用していただくことで、その存

在意義を高めるように努めていきたいと思っ

ています。今後とも、奄美分室をよろしくお願

いいたします。

奄美分室オープニングセレモニードキュメント (2019年 6月 1日)

 

1) 新分室見学会 (14:00～14:30) 
 

 

 
佐野学長(左)に新分室の説明をする河合センター長(右) 

 

見学会参加者(右から)：前田奄美市総務部部長、東奄美市副市長、朝山奄美市市長、 

佐野学長、本田奄美群島振興開発基金理事長、岩井理事、河合センター長、鈴木教授 
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2) 移転記念式・記念講演会 (15:00～17:15) 
  

 挨拶：佐野 輝(鹿児島大学学長) 

    河合 渓(鹿児島大学国際島嶼教育研究センター長) 

 

 祝辞：朝山 毅(奄美市長・奄美群島広域事務組合管理者) 

    松本俊一(鹿児島県大島支庁長) 

  

 記念講演：『奇跡の島々(?) 先史時代の奄美群島』 

                     高宮広土(鹿児島大学国際島嶼教育研究センター) 

   

 活動報告：『薩南諸島沿岸の知られざる海洋生物多様性』 

                     藤井琢磨(鹿児島大学国際島嶼教育研究センター) 

      『アマミノクロウサギの繁殖とイエネコによる幼獣捕獲』 

                     鈴木 真理子(鹿児島大学国際島嶼教育研究センター) 

      『薩南諸島の植物相の解明と鹿児島大学の役割』 

                     鈴木英治(鹿児島大学国際島嶼教育研究センター) 

  

 コメント：高梨 修(奄美博物館館長) 

      服部正策(東京大学特任研究員) 

  

 閉会の挨拶：岩井 久(鹿児島大学理事)  

 

  
佐野学長による挨拶 河合センター長による挨拶 

 

  
朝山市長による祝辞 松本大島支庁長による祝辞 
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高宮による記念講演 藤井特任助教による活動報告 

  
鈴木真理子プロジェクト研究員による活動報告 鈴木英治特任教授による活動報告 

  
高梨奄美博物館館長によるコメント 服部東京大学特任研究員によるコメント 

 
岩井理事による閉会の挨拶 
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移転記念式・記念講演会の様子 

 

 

 

 

 

韓国・済州学研究センターとの学術交流協定締結 

国際島嶼教育研究センター 山本宗立 

 

 

国際島嶼教育研究センターは 2019年 6月 10日に韓国・済州学研究センターと学術交流協定（部
局間交流協定）を締結しました。済州学研究センターは、済州特別自治道の政策などをつかさどる

シンクタンクとして 1997年に設立された済州研究院に、内部組織として 2011年に設置された研究
センターで、調査研究（人文社会学系）、済州語、政策、アーカイブ（資料のデジタル化）の 4部
門から成り立っています。済州学研究センターの研究員は、様々な学問分野に関する調査研究を済

州島で推進するとともに、済州道史や済州語大辞典の出版など、成果を地域に還元する取組みを活

発に行ってきました。今後、国際島嶼教育研究センターの専任教員・兼務教員と済州学研究センタ

ーの研究員とが共同して、奄美群島や済州島で学際的な研究を行うことなどについても意見を交わ

しました。当センターでは国際的な学術交流をより一層促進したいと考えています。 
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韓国・済州学研究センター 協定式の様子 

  
協定書に署名する左センター長代理(左)と 

河合センター長(右) 

協定書署名後 

 

 

 

 

協定式参加者 
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学生奮闘記  
 

バランガイの暮らしから見た現代フィリピン 

―経済成長下の混然とした二重構造― 

 

竹下友章（鹿児島大学人文社会科学研究科地域政策科学） 

  

フィリピンには「バランガイ」と呼ばれる小地域区分がある。バランガイとはもともと小舟と

いう意味であったが、マレー系の集団が舟に乗ってルソン島、ビサヤ諸島、ミンダナオ島に渡り、

定住することを通じ，最小の地域コミュニティを表す語となった。現在では，日本における町内

会に相当する区域の名称である。私は 2018年、フィリピンに留学する機会を得、マニラの庶民
的なバランガイ 634の住民として一年間生活した。その経験を元に、バランガイの暮らしから見
る現代フィリピンについて素描したいと思う。 

バランガイ 634はわずか 200m四方の面積、15分で一周できる広さであるが、その中にコンビ
ニおよびスーパーがそれぞれ 2つ存在する。また KFCや Jollibee（最も人気があるフィリピンフ
ァストフード店）といった現代的飲食店もある。その一方で、伝統的な零細食料雑貨店「サリサ

リストア」が 13店舗，民家で食事を提供する庶民的飲食店「カリンデリア」が 7店舗併存して
いる。サリサリストアは、タバコ 1本、卵 1個といった最小単位で販売しており、塩や油なども
袋に小分けして販売する（tingi，takal）。カリンデリアの料金は、基本セットが 30ペソで、Jollibee
や KFCの 1/3未満である。 

夜になると、道路には帰宅者の SUVやワゴンといった大きめの乗用車が並ぶ。スマートフォ
ンを持ちながらくつろぐ住民の姿も散見され，耐久消費財の普及、生活水準の向上が観察される。

一方、露店の周りには物乞いをする子供や手足の皮膚病を（おそらくは医療費に手が届かないた

めに治療できないままの）中年女性がロードスウィーパーをしている。スーパーの前には、Ina
（お母さん）と通称される、痩せこけ、片目が白濁した老婦人が、木箱を店代わりにアメやタバ

コを 1本単位で販売している。同様のビジネスをしている 73歳の女性に話を聞いたところ、彼
女の所得となる一日の粗利はわずか 62.5 ペソであった。日雇い建設作業員の日当は 500 ペソが
相場であるのにである。 

一人あたりの GDPが 3,000ドルを超えると急速な耐久消費財の普及が始まるという。2017年
現在、UNCTAD統計によると、フィリピンの一人あたりの GDPは 2,951ドルで、まさに急速に
生活水準が向上する最中にある。他方、PSA 統計によると、2015 年現在の貧困線以下の人口の
割合は 26.3%にも上り、根強い貧富の差が維持されている。 

バランガイミーティングやバランガイ主催のハロウィン・パーティなどのイベントに顔を出し

てみると、身なりの良い住民も、あの貧困の暮らしをする住人たちも、隔たりなく肩を並べて参

画する姿が見られた。このように貧困者と中所得者がこの狭いコミュニティの中で混然一体と共

生している姿は、現代のフィリピンの社会・経済を象徴するようにも思われる。 

 

    
    
 木箱でタバコと飴を販売し生計を立てる   バランガイ 634のハロウィン・パーティー     

    Fenelyn (73)さんと       
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国際島嶼教育研究センター研究発表要旨

第 194回        2019年 3月 11日

離島における歯科医療 

田口則宏 

（鹿児島大学歯学総合研究科） 

これまで歯科の二大疾患といわれていたの

はう蝕（虫歯）と歯周病である。近年全国的に

う蝕保有率が大きく減少するなど口腔衛生状

態が改善しており、市民の口腔への関心が高ま

りつつある。一方で、残念なことに鹿児島県は

年少者のう蝕罹患率が高く、また日本一の離島

人口を抱えるとともに高齢化率も高いため、特

有の歯科医療提供体制が求められている。その

一つに、鹿児島県の委託事業として鹿児島県歯

科医師会が実施している「離島巡回歯科診療」

がある。この事業では歯科医師が不在の離島に、

年間 2 回程度の頻度で歯科医療チームが数日

間滞在し、歯科医療をはじめ口腔衛生志向の普

及を図るというものであり、鹿児島大学病院も

歯科医師の派遣等に数十年にわたって全面的 

に協力している。 

 

 

田口則宏氏 

 

今回の発表では、これら鹿児島県の抱える歯

科的な問題点とともに、離島地域における歯科

医療提供体制を紹介する。その上で、将来的に

地域に貢献しうる人材育成に努めている鹿児

島大学歯学部が、平成 27 年度に全面的に改革

した学部教育カリキュラムの一端に触れ、地域

社会の発展に貢献している歯学部の活動を紹

介する予定である。 

 

 

第 195回        2019年 4月 22日

世界文化遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタ

ン関連遺産」における「天草の﨑津集落」につ

いて 

 中山 圭 

（天草市観光文化部文化課） 

「天草の﨑津集落」は、平成 30 年 7 月に世

界文化遺産に登録された「長崎と天草地方の潜

伏キリシタン関連遺産」を構成する 12 の資産

の一つである。この世界文化遺産は、近世のキ

リスト教禁教下で、神道や仏教など日本の伝統

的宗教や一般社会と関わりながら、密かにキリ

スト教信仰を継続した潜伏キリシタンの伝統

の証となる遺産群である。天草の﨑津集落はそ

の中で、「身近なものを信心具として代用する

ことで信仰を実践した集落」として、OUV 

(Outstanding Universal Value：顕著な普遍的価

値)に貢献している。 

 

中山 圭氏 

   

 本発表では、「長崎と天草地方の潜伏キリシ

タン関連遺産」の概要を述べ、その上で、「天



   島嶼研だより No. 78 (9) 

草の﨑津集落」がどのような特性と歴史的価値

を有しているのかについて解説する。具体的に

は a)﨑津集落の文化財保護法に基づく保全の

在り方、すなわち国選定重要文化的景観「天草

市﨑津・今富の文化的景観」の特性、b)OUV

に貢献するためにどのように潜伏キリシタン

の伝統に関する真実性を証明したのか、という

2点について、詳しく発表したい。 

第 196回         2019年 5月 27日

スマトラ北部の植生の紹介 

                 鈴木英治 

(鹿児島大学国際島嶼教育研究センター)

  
インドネシアでも原生状態に近い熱帯林が

残っている地域は年々減少しているが、その中

でもスマトラ北部はまだ比較的森林が残って

いる地域になる。またゾウ、オランウータン、

トラなどの豊富な動物相でも有名である。2009

年にスマトラ北端の州であるアチェ州のゲウ

ンパン―パメウ周辺、2014年と 2015年にはア

チェ州接する北スマトラ州のレウサー山国立

公園タンカハン周辺に調査に行く機会を得た。

それらの地域の植生について紹介する。 

 

 

鈴木英治氏

 

第 197回         2019年 6月 17日

住まいとしての船-定住本位社会において水上

で動き続ける中国福建の連家船漁‐ 

藤川 美代子 

(南山大学人文学部)

 

近代国家の登場は、世界の遊動的な人々(山

地の狩猟採集民・焼き畑農業民、平原の遊牧民、

水上の船上生活者、都会のロマなど)に「定住

化」を促してきた。定住化とは、特定の土地に

束縛されることなく、住まいを携えて複数の空

間間でくり返される移動こそを常態としてい

た彼らが、管理・文明化・保護などを目論む国

家により突如として何ら縁もない土地へと固

定化され、その土地と、そこに紐づけられる形

で登場した共同体とに根を張るよう仕向けれ

る過程と読むことができる。 

 本発表では、定住型管理社会とも呼び得る現

代を、なお船に住まいながら生きる中国福建省

南部の「連家船漁民」を取り上げ、彼らの住ま

いをめぐる歴史と実践をより微視的に見つめ

ることで、「水上での移動から陸上での定住へ」

という単純かつ単方向的な枠組みでは理解で

きぬような彼らの生き方の論理を読み取るこ

とを目指す。

 

 

藤川 美代子氏 
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第 198回        2019年 7月 8日

琉球列島における人類文化の起源を探る 

山崎真治 

(沖縄県立博物館・美術館)

1960年代から 70年代にかけて行われた山下

町第一洞穴遺跡（那覇市）や港川遺跡（八重瀬

町）の調査を通して、沖縄の旧石器人骨研究は

大きく進展したが、石器等の明確な人為遺物が

伴わなかったため、当時の人々の生活場所や文

化について大きな謎が残された。1980 年代以

降、日本では大規模開発の増加とともに、事前

調査による旧石器時代遺跡の調査が相次ぎ、奄

美大島や徳之島、種子島でも石器を伴う旧石器

時代遺跡が発見されていったが、沖縄では確実

な旧石器は未確認のままであった。 

 

 

山崎真治氏 

 

2006 年から沖縄県立博物館（当時）では、

国立科学博物館や東京大学、沖縄県内の研究者

と連携して、新たな人骨化石や旧石器の発見を

目指した調査研究プロジェクトを立ち上げ、沖

縄本島南部の石灰岩洞穴を対象として継続的

な発掘調査を行ってきた。2009 年に着手した

サキタリ洞遺跡（南城市）の発掘調査では、約

4万年間に及ぶ保存良好な堆積層を確認し、旧

石器時代の層準から人骨とともに貝器や石器、

食料残滓と考えられる動物遺体等を検出し、旧

石器人の文化や生活の実態に迫る手がかりを

得ることができた。本発表では、サキタリ洞遺

跡の調査成果に基づいて、沖縄における旧石器

人の文化と生態およびその年代的変化につい

て報告する。 

 

第 199回        2019年 9月 30日

サワガニ類と島嶼環境 

成瀬 貫 

(琉球大学熱帯生物圏研究センター)

サワガニ類は、日本には琉球列島（種子島～

与那国島）に 22 種、大隅半島に 1 種、上甑・

下甑島に 1種、黒島・宇治群島・口永良部島に

1種、中之島・鹿児島両半島～青森に 1種、が

記載されており、重複を除くと計 24 種が知ら

れている。サワガニ類の分布の中心は熱帯～亜

熱帯域であり、世界からは実に 1300 種ほど知

られており、その数は現在も増え続けている。

およそ 7200 種知られているカニ類全体の約

18%を占める、非常に大きなグループである。

九州や本州などの温帯域では、いわゆる沢や緩

やかな流れの川の上流、またその周辺に生息し

ているが、熱帯・亜熱帯ではより多くの生息環

境に適応している。またサワガニ類は直達発生

（プランクトン期がなく、親のミニチュアとし

て産まれる）をするため、生活史はすべて陸封

化しており、島嶼環境で固有化している例が非

常に多い。本公演では、このようなサワガニ類

の起源や多様化、また島嶼での固有化や適応に

ついて概説する。 

 

 

成瀬 貫氏 
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研究会で奄美分室と Skype でつないでの討論会 

 

 

お知らせ

(1) 着任 

 令和元年 7月 15日に当センター奄美分室のプロジェ

クト研究員の鈴木真理子さんが退職され、9月 2日より

宋 多情（ソン ダジョン）さんが新しいプロジェクト

研究員として採用されました。また、奄美分室の事務補

佐員の重井香織さんが 5月 31日に退職され、6月 1日

より生 美香子（せい みかこ）さんが採用されていま

す。鈴木・重井さん、いろいろとありがとうございまし

た。宋・生さん、一緒に頑張りましょう（島嶼研メンバ

ー一同）。

(2) 国内研究員

 2017年度よりはじまった国内研究員制度の今年度の研究員と研究テーマは

タイプ I（奄美分室利用型）：浅利裕伸（帯広畜産大学環境農学研究部門）

                「奄美大島に生息する未知のコウモリの分布および生態の解明」

タイプ II（島嶼研究推進型）：内山初美（あまみ～るクラブ代表）

                「大島紬（龍郷柄）の成り立ち・柄の変遷」

              平田美信（株式会社アーダン）

                「幼少期に鼻づまり解消に活用した『ピーピー草』の学名調査

                 と薬理活性の研究」
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最近の出版物

南太平洋研究 (South Pacific Studies) Vol. 40, No. 1, 2019

Research Paper 

CHO S. Y.: The Copra Dealer of the South Sea Islands: a Korean Named HWANG YEONGSOM and HIJIKATA

HISAKATSU

Research Note 

KAWAHARA D., SUZUKI E., WAKIYAMA N.: Succession of Coastal Vegetation on Haruta-hama Coast, 

Yakushima Island for 15 Years 

Occasional Papers 
No. 60 (March 2019)
島の声、島の歌（梁川英俊 編）

鹿児島大学島嶼研ブックレット

 No.10 「唐辛子に旅して」山本宗立 (March 2019) 

 No.11 「国外外来種の動物としてのアフリカマイマイ」冨山清升 (March 2019)
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～フィールドこぼれ話～ 

調査船の船内事情 

 

北村有迅（鹿児島大学大学院理工学研究科地球環境科学専攻） 

 

 私は地質学者で、断層や海底地すべりを研究しています。陸の地層だけでなく、海底の地層も

調べることがあります。そんな時は調査船で海に出ます。今回はいろいろな調査船の、特に人的

構成についてお話ししましょう。 

 船という乗り物は、隔離された閉鎖環境という特殊性から、規律の維持のため乗組員の役割・

上下関係・指揮系統が明確になっています。調査船の場合、そこに研究チームが乗り込むことに

なります。大きな船になるほど組織における立場は明確になる傾向にあります。 

 例えば、小さな船の場合。鹿児島大学水産学部の附属施設東町ステーションに、8.5トンの「あ
ずま」という船があります。定員 30人の船で、利用申請も簡単です。私は他の先生の調査に便
乗して八代海で採泥をしました。船長を含め二人の技術職員と、利用者である教員 3名と学生 6
名という構成でした。船長に「この地点へ行って下さい」とか「うまくいかないのでちょっと船

を動かして下さい」などと気軽にコミュニケーションがとれます。 

 大きめの船の場合。海洋研究開発機構が所有し、東京大学大気海洋研究所が運用する学術研究

船「白鳳丸」という全長 100メートル、3,991トンの船に主席研究員として乗船したことがあり
ます。乗組員 54名、研究者 35名の定員です。研究者は主席研究員、次席研究員と一般の研究員
になります。主席と次席の部屋は船長などと同じフロアで、主席の部屋には打ち合わせのできる

サロンと寝室があります。他の研究者は一つ下のフロアになり、そこにも序列があり、エラい順

に主任研究員 1-5、研究員 1-と名前のついた部屋を割り振られます。人数が多い時には下っ端の
学生は 2人部屋になります。 

 食事も職階ごとに三か所で別れてとります。主席、次席は船長や一等航海士らと食べます。そ

の他の研究者は士官食堂を使います。すなわち、研究者は学生も含めて士官級の扱いということ

になります。ラボエリアと操舵室は離れており、主席は調査に関する打ち合わせのため操舵室に

頻繁に出入りしますが、ほとんどの研究者は船長らと接触することはありません。 

 巨大船の場合はどうでしょう。地球深部探査船「ちきゅう」は全長 210メートル、高さ 120
メートルで 56,752トンもあります。定員は 200人ですが、アメリカの原子力空母が 5,000人乗っ
ていることを考えると極めて少ない人数と言えるでしょう。 

 私は研究者として 3回乗船しました。この船は海洋研究開発機構所属ですが、国際プロジェク
トで運用されているため、船内の公用語は英語です。海底を掘削する船なので、通常の乗組員の

他に掘削技術者もいます。世界の油田で経験を積んだ猛者たちです。私が乗った時には掘削技術

者は欧州系、清掃や司厨担当はフィリピン人が多く、士官は日本人中心でした。研究チームも国

際公募です。主席は日・米・欧から二人。共同主席研究員(Co-chief scientists)と呼ばれます。こ
の船は特殊で、掘削の計画を立てて、運航と掘削の指揮を執る船上代表 OSI(Operation Super 
Intendent)が共同主席よりエラいのです。ちきゅうの食堂は一つです。色々なシフトで働く人が
いるので、6時間ごとに開きます。船長の 6時-18時のシフトに合わせて 6時が軽い朝食なので、
早番の研究者（0時-12時）は、2食目が物足りないという不満が聞かれます。幸いにも私は 3
回とも遅番（12時-24時）でした。 

 普段立ち入れるのは船の前方のほんの一部の居住エリアとラボエリアだけです。とは言え、ラ

ボには X線 CTスキャナや超電導磁力計など研究所顔負けの設備があり、居住エリアにはサウナ
やジム、図書室、卓球台などが備えられています。 

 掘削にトラブルがない限り、24時間 2交代制で休日もありません。この船で私は 2ヶ月に及
ぶ年越しクルーズを楽しんだものです。 
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『世界島めぐり』  

第一回 アイルランド・アラン諸島 

(Aran Islands, Ireland)
 

高宮広土 (国際島嶼教育研究センター)  

                       

 

   

   

 

編集後記

 令和となってはじめての『島嶼研だより』です。平成から令和へと元号が変わった年に河合セン

ター長の報告にもあるように奄美分室が水道課の 2階から紬会館の 6階へと引越ししました。ここ

からの名瀬湾あたりの見晴らしは素晴らしく、訪問した方々皆さん「なんて素敵なながめなのでし

ょう」と口をそろえておっしゃいます。新たな分室での編集作業は少しストレスがないような気が

します。お近くにいらっしゃる際は、ぜひお訪ねください。（高宮広土）
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 島は資源が少ない（orない）ことが特徴
の一つとしばしばいわれるが、アラン諸島

の島々には「土」がない。それでも人びと

は紀元前 7世紀ごろから、これらの島々で
暮らしてきているそうだ。アイルランド、

ゴールウェイからフェリーで 40分ほど(地

図は鈴木真理子さんによる)。 


